
(57)【要約】

【課題】遠隔操作によって、手間をかけずに効率的に切

断できる管の切断方法を提供することである。

【解決手段】管の切断方法は、多数の管１が配管されて

なる管集合体の適宜箇所に切断用コンクリート部１０を

水平方向に形成し、該切断用コンクリート部１０の水平

方向にワイヤーソー１１を掛け渡して、切断用コンクリ

ート部１０とともに管１を切断することである。

【選択図】　　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
多 数 の 管 が 配 管 さ れ て な る 管 集 合 体 の 適 宜 箇 所 に 切 断 用 コ ン ク リ ー ト 部 を 水 平 方 向 に 形 成
し 、 該 切 断 用 コ ン ク リ ー ト 部 の 水 平 方 向 に ワ イ ヤ ー ソ ー を 掛 け 渡 し て 、 切 断 用 コ ン ク リ ー
ト 部 と と も に 管 を 切 断 す る こ と を 特 徴 と す る 管 の 切 断 方 法 。
【 請 求 項 ２ 】
切 断 用 コ ン ク リ ー ト 部 は 管 集 合 体 に 形 成 し た 型 枠 内 に 、 コ ン ク リ ー ト を 打 設 し て 形 成 す る
こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 管 の 切 断 方 法 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
本 発 明 は 管 の 切 断 方 法 に 関 す る も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】
建 物 に 配 管 さ れ た 管 の 切 断 方 法 と し て 、 例 え ば 特 開 平 １ １ － ５ ８ ０ ４ ９ 号 公 報 の 発 明 が 知
ら れ て い る 。 こ の 管 の 切 断 方 法 は １ 本 の 管 の 切 断 に つ い て の 発 明 で あ る が 、 原 子 力 発 電 所
な ど に お け る 多 数 の 管 が 配 管 さ れ た 管 集 合 体 の 切 断 は 、 図 ６ に 示 す よ う な 方 法 で 行 わ れ て
い た 。 同 図 の （ １ ） は デ ィ ス ク カ ッ タ １ ３ で の 切 断 で あ り 、 同 図 の （ ２ ） は ト ー チ 型 溶 断
装 置 １ ４ で の 切 断 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
【 特 許 文 献 １ 】
特 開 平 １ １ － ５ ８ ０ ４ ９ 号 公 報 （ 図 １ ）
【 ０ ０ ０ ４ 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
し か し 、 上 記 の （ １ ） お よ び （ ２ ） の 切 断 方 法 は 、 １ 本 ず つ の 繰 り 返 し の 切 断 作 業 と な り
、 切 断 ご と の 機 器 の 盛 り 替 え 作 業 に 多 く の 手 間 が か か る 。 こ の 場 合 ワ イ ヤ ー ソ ー で 切 断 す
る 方 法 が 考 え ら れ る が 、 こ の 方 法 で は 鋼 管 間 に お け る 間 隙 部 で ワ イ ヤ ー ソ ー が 跳 ね る お そ
れ が あ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
本 発 明 は こ れ ら の 問 題 に 鑑 み て な さ れ た も の で あ り 、 そ の 目 的 は 、 遠 隔 操 作 に よ っ て 、 手
間 を か け ず に 効 率 的 に 切 断 で き る 管 の 切 断 方 法 を 提 供 す る こ と で あ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
以 上 の 課 題 を 解 決 す る た め の 管 の 切 断 方 法 は 、 多 数 の 管 が 配 管 さ れ て な る 管 集 合 体 の 適 宜
箇 所 に 切 断 用 コ ン ク リ ー ト 部 を 水 平 方 向 に 形 成 し 、 該 切 断 用 コ ン ク リ ー ト 部 の 水 平 方 向 に
ワ イ ヤ ー ソ ー を 掛 け 渡 し て 、 切 断 用 コ ン ク リ ー ト 部 と と も に 管 を 切 断 す る こ と で あ る 。 ま
た 切 断 用 コ ン ク リ ー ト 部 は 管 集 合 体 に 形 成 し た 型 枠 内 に 、 コ ン ク リ ー ト を 打 設 し て 形 成 す
る こ と を 含 む も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
多 数 の 管 を 切 断 用 コ ン ク リ ー ト 部 で 結 束 し 、 こ の 切 断 用 コ ン ク リ ー ト 部 と と も に 管 を 切 断
す る こ と が で き る の で 、 あ た か も １ つ と な っ た 鉄 筋 コ ン ク リ ー ト 構 造 体 を 切 断 す る よ う な
も の で あ り 、 効 率 的 な 切 断 が で き る と と も に 、 ワ イ ヤ ー ソ ー の 切 断 負 化 の 効 率 化 を 図 る こ
と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
以 下 、 本 願 発 明 の 管 の 切 断 方 法 の 実 施 の 形 態 を 図 面 に 基 づ い て 詳 細 に 説 明 す る 。 本 願 発 明
の 切 断 方 法 の 対 象 は 原 子 力 発 電 所 の プ ラ ン ト の 機 器 設 備 に 配 管 さ れ た 管 で あ り 、 束 状 に な
っ て 管 集 合 体 を 形 成 し て い る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
ま ず 、 こ の よ う な 管 １ の 間 に 、 図 １ の （ １ ） に 示 す よ う な 堰 板 ２ を 設 置 し て 底 板 ３ を 形 成
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す る 。 こ の 堰 板 ２ は 、 同 図 の （ ２ ） に 示 す よ う に 、 蝶 番 ４ で 折 り 畳 み 可 能 に な っ て お り 、
長 辺 方 向 の 両 側 に は 半 円 の 管 嵌 合 部 ５ が 形 成 さ れ て い る 。 よ っ て 、 同 図 の （ ３ ） に 示 す よ
う に 、 折 り 畳 ん だ 堰 板 ２ を 管 １ の 間 に 挿 入 し て 開 く と 、 管 嵌 合 部 ５ に 管 １ が 嵌 ま り 込 ん で
、 上 記 の 底 板 ３ が 形 成 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
次 に 、 図 ２ に 示 す よ う に 、 底 板 ３ の 周 囲 に 側 板 ６ を 設 置 し て 型 枠 ７ を 形 成 す る 。 こ の 側 板
６ に は ワ イ ヤ ー ソ ー の 走 路 を 確 保 す る 窪 み ８ が 形 成 さ れ て い る 。 そ し て 、 図 ３ に 示 す よ う
に 、 型 枠 ７ 内 に コ ン ク リ ー ト ９ を 打 設 し 、 該 コ ン ク リ ー ト ９ が 硬 化 す る と 切 断 用 コ ン ク リ
ー ト 部 １ ０ が 管 １ と 直 交 し た 方 向 、 す な わ ち 水 平 方 向 に 形 成 さ れ る 。 す な わ ち こ の 切 断 用
コ ン ク リ ー ト 部 １ ０ で 多 数 の 管 １ が 一 体 に 結 束 さ れ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
次 に 、 図 ４ に 示 す よ う に 、 側 板 ６ の 窪 み ８ に ワ イ ヤ ー ソ ー １ １ を 嵌 め 込 ん で 、 切 断 用 コ ン
ク リ ー ト 部 １ ０ と と も に 管 １ を 切 断 す る と 、 ワ イ ヤ ー ソ ー １ １ の 切 断 負 荷 の 安 定 化 を 図 る
こ と が で き る と と も に 、 多 数 の 管 １ を あ た か も １ つ と な っ た 鉄 筋 コ ン ク リ ー ト 構 造 体 と し
て 切 断 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
図 ５ は 管 １ が 多 い 場 合 の 切 断 方 法 を 示 し た も の で あ り 、 全 て を 一 度 に 切 断 す る の で は な く
、 管 １ の 一 部 に 切 断 用 コ ン ク リ ー ト 部 １ ０ を 形 成 し て 少 し ず つ 切 断 す る も の で あ る 。 こ れ
も 部 分 的 に 切 断 す る 他 は 、 上 記 の 切 断 方 法 と 同 じ 方 法 で あ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
な お 、 上 記 の 実 施 の 形 態 に お い て は 底 板 ３ を 堰 板 ２ で 形 成 し た が 、 こ れ は 堰 板 ２ に 限 ら ず
、 発 泡 材 ま た は ワ イ ヤ ー メ ッ シ ュ で 形 成 す る こ と も で き る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
【 発 明 の 効 果 】
切 断 効 率 の 大 幅 な 向 上 を 図 る こ と が で き る 。 ま た 遠 隔 切 断 作 業 が 伴 う 切 断 作 業 の 効 率 化 を
図 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
管 の 間 を コ ン ク リ ー ト で 埋 め る こ と に よ り 、 切 断 時 に お け る パ イ プ 間 の 空 隙 部 で の ワ イ ヤ
ー ソ ー の 跳 ね を 防 ぐ こ と が で き る と と も に 、 切 断 負 荷 の 急 激 な 低 下 を 防 ぐ こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
均 一 な 負 荷 条 件 で の 連 続 切 断 が 可 能 な こ と か ら 切 断 作 業 が 簡 単 に な る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
切 断 用 コ ン ク リ ー ト が ワ イ ヤ ー ソ ー の 研 磨 （ ド レ ッ シ ン グ ） と な り 、 安 定 し た 切 断 の 維 持
を 図 る こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 管 の 間 に 堰 板 を 設 置 し て 底 板 を 形 成 し た も の で あ り 、 （ １ ） は 管 に 底 板 を 設 置 し
た 斜 視 図 、 （ ２ ） は 管 に 設 置 し た 堰 板 の 斜 視 図 、 （ ３ ） は 堰 板 の 断 面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 （ １ ） は 管 に 型 枠 を 形 成 し た 斜 視 図 、 （ ２ ） は 管 に 形 成 し た 型 枠 の 一 部 省 略 断 面
図 で あ る 。
【 図 ３ 】 （ １ ） は 管 に 形 成 し た 型 枠 内 に コ ン ク リ ー ト を 打 設 し た 斜 視 図 、 （ ２ ） は コ ン ク
リ ー ト を 打 設 し た 型 枠 の 一 部 省 略 断 面 図 、 （ ３ ） は 同 平 面 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 （ １ ） は 管 を 切 断 用 コ ン ク リ ー ト 部 と と も に 切 断 す る 平 面 図 、 （ ２ ） は 同 側 面 図
で あ る 。
【 図 ５ 】 管 の 一 部 を 切 断 す る 平 面 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 従 来 の 管 の 切 断 方 法 を 示 す も の で あ り 、 （ １ ） は デ ィ ス ク カ ッ タ で 管 を 切 断 す る
斜 視 図 、 （ ２ ） は ト ー チ 型 溶 断 装 置 で 管 を 切 断 す る 斜 視 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
１ 　 管
２ 　 堰 板
３ 　 底 板
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４ 　 蝶 番
５ 　 管 嵌 合 部
６ 　 側 板
７ 　 型 枠
８ 　 窪 み
９ 　 コ ン ク リ ー ト
１ ０ 　 切 断 用 コ ン ク リ ー ト 部
１ １ 　 ワ イ ヤ ー ソ ー
１ ３ 　 デ ィ ス ク カ ッ タ
１ ４ 　 ト ー チ 型 溶 断 装 置 10

【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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